










































































































































































スの ｢廃屋｣ (	) にも通じるものであろう｡







() の詩ではなく, 庭の解体 (
), 再野生化 (











) に挿入される母親 (妻) を亡くした家族の庭の話である｡ 前者におい
( ) !
６ 二人の手紙からも窺えるように(		" #), ドーセットで彼らが見
たコテージには, 貧困ゆえに荒れ果て, みすぼらしいものも多くあった｡ しかし, ワーズワス
が ｢廃屋｣ で描くマーガレットの庭は, もともとは手入れの行き届いたものであり, これが荒
れていく様については, 人為と自然の力との拮抗関係の変化という観点から描かれている｡




















二人は, カーテン作り, 部屋の壁塗り, ドアの修理など家の中を居心地よく
整えることに忙しく時を過ごすが, それとともに彼らの関心があったのは庭
作りであった｡ ダブ・コテージに到着して４日後のコウルリッジ宛の手紙の























































こうした ｢公共｣ のために作られた建物を ｢私的な｣ 空間, 家庭らしい空間にするためには,
家の前の土地を少し囲い込んで庭を作るという作業は有効だっただろう｡ イギリス風景庭園ブー
ムの立役者ブラウンの後継者を自認するレプトン (%&	' #"'('() は, 庭とい
うのは庭園() と違って, 何よりもまず ｢私有化 (	)｣ の感覚, これぞ我が
家という感覚を与えるものでなければならないと主張している｡ １(世紀には一方では風景庭















































) となる, と %		は述べている (%		)｡ ワーズワスのダヴ・コテー
ジの庭もこの新しい美学に沿っていると言うことも出来るだろう｡

















かった｡ 留守番中の約３週間, 彼女の日記には庭仕事の記述が多い｡ ほとん
ど毎日のように, 植え付け, 水遣り, 草抜き, 植物採集など庭仕事をしてい


























































































































































































































































































































), ｢雀の巣｣ ( 
) という詩がある｡ これらはともに, ダヴ・コテージの庭を通してコッ
カマスの庭で過した子供時代を想うという設定になっている｡

















































活の壊れやすさ, はかなさを暗示しているだろう｡ 蝶と卵は, それらを傷つ
けないようにと震えながら近づくドロシーの存在によって余計にそのもろさ







なる｡ この年の夏, アミアンの和約によって渡仏が可能になったため, ワー
ズワスは過去の恋愛の清算をすべくフランス北部のカレーへ出かけることに




たのが ｢いとまごい｣ (% ) という作品である｡ 夏の間３ヶ月も留
( )&'
守にしたならば, 庭は, マーガレットの庭ほどではないにしても, かなり荒
れ放題になるはずである｡ けれども詩人は, ｢天の穏やかな世話 (
	
)｣ ―雨と陽光とに庭を任せると言う｡ もちろんこれは詩的許


















































り物 (移植した植物) を, 人間のために親切にも受け入れ, わが子のように




































































めとなり, 支えとなった｡ 庭作りを通してワーズワスは, 自然を人間の営み
とは無関係に存在する他者としてではなく, 人間の感情に寄り添う存在とし
て眺めるようになっていく｡ こうした見方はセンチメンタルにも見えるが,
後にワーズワスが 『湖水案内』 で展開するような, 人間と自然とが互いに影
響を与えながら住環境を作っていくという里山的自然観につながっていくも
のと思われる｡ そして人と自然, 家族同士, 過去と現在を繋ぐダヴ・コテー
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